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自社の個性を象徴するフラッグシップ には、社員自身がこの商品は自分たちを象徴するものだと認識する
ことが大切です。そして、世の中からコスモテックといえば、wemo
をつくっている会社だと認知されるようになれば、社員のモチベー
ションにもつながりますし、リクルーティングへの効果も期待でき
ます。wemoがうまくいったのは、事業の柱をつくること（ビジネスデ
ザイン）に注力し、何を柱にするかについては、柔軟に考えていくこ
とができたから。最初にシールをやめてシリコンに絞った高見澤社
長の経営判断が、結果として成功につながったのだと思います」
　コスモテックと今井氏が描くビジネスデザインには、中小企業が
デザイン経営を取り入れ、飛躍していくためのヒントが隠されてい
るのではないだろうか。wemoの未来に注目である。

Design Column
デザイン活用 きほんの「き」
中小企業者がデザインを導入する時の
基本的な知識や、デザイン開発を円滑に進めるためのポイントについて、
協働経験豊富な専門家の事例をもとに解説します。

ウェアラブルメモ「wemo」
ノートパソコンに貼って使用する「パッドタイプ」
と、スマホの背面にメモができる「ケースタイプ」

今井 裕平 氏
株式会社kenma　代表
フラッグシップデザイナー

1981年大阪府堺市生まれ。神戸大学大学院修了後、建築
設計事務所、IBCS（現日本IBM）を経て、電通コンサルティ
ングにて企業の成長戦略にフォーカスしたコンサルタント
業務に従事。在職中にkenmaを設立し、代表取締役に就
任。技術力のある中小企業の新たな事業の柱となる看板商

品を創り出す「フラッグシップデザイン」を提唱。企業の強
みを新たに発見し形にするデザイナーと、事業の成功確度
を高めるコンサルタントの２つの顔を使い分けられるのが
強み。グッドデザイン賞、日本文具大賞機能部門優秀賞、
東京ビジネスデザインアワード等を受賞。

Dear innovator.
大きなチャレンジをする人のためにデザインするMy Policy

中小企業との協働に意欲的な
デザイナーら6社が、「あだち
メッセ」（2019年1月24～25
日）に出展します。販売促進や商
品開発、ブランディングなどデザ
イン活用に関心のある企業の
皆さま、ぜひ「東京デザイナー情
報」ブースまでお越しください。
＊本誌13Ｐもご参照ください。

「東京デザイナー情報」登録デザイナーがあだちメッセに出展！

連 載
第7回 新しい事業の柱をつくる（ビジネスデザイン）とは？

　2018年5月に発表された「デザイン経営」宣言。経済産業省と
特許庁がデザインによる企業の競争力強化に向けた課題の整理
と対応策についてまとめたこの報告書は、さまざまな反響を巻き起
こしている。報告書では「デザイン経営」について、「デザインを企業
価値向上のための重要な経営資源として活用する経営である」と
定義している。この宣言は大企業のみならず、中小企業にとっても
大いに関係がある。ビジネスデザイナーであり、公社のデザインア
ドバイザーを務める今井裕平氏は、現状に危機感を抱いている企
業からの相談を受けるなかで、「デザインアプローチで新たな事業
の柱をつくること（ビジネスデザイン）」の重要性を実感している。
　今井氏が提案するのは、「フラッグシップ＝企業の象徴となるよ
うな看板商品をつくる」ことだ。
　「ものづくりはテクノロジーですから、その企業が持つコア技術
はもとより、経営者のビジョンや想い、何百年も続く老舗というよう
な、もともと持っているイメージがプロダクトやサービスに落とし込
まれているのが一番いい。ロゴやビジョンのような抽象的なもので
は直接の売り上げにつながりませんから、あくまでも具体物にする
ことが重要です」と説明する。
　ここで力を発揮するのは、デザイナーだ。「具体化＝見える化」は
まさにデザイナーが得意とする領域であるし、経営のパートナーと
して時には背中を押してくれる伴走者としての役割も果たすことが
できる。デザイン領域の広がりとともに、デザイナーのタイプも多様

化している（右頁の「デザイン領域の広がり」参照）。自社に必要な、
足りない部分を補ってくれるデザイナーと組むのが理想的だろう。

　機能性フィルムメーカーである株式会社コスモテックと今井氏
が開発したウェアラブルメモ「wemo」は、フラッグシップの好例だ。
東京ビジネスデザインアワードをきっかけに商品化、2017年の発売
以降、10カ月たらずで販売総数8万本を達成し、日本文具大賞機能
部門優秀賞やグッドデザイン賞を受賞するなど話題を呼んでいる。
　そもそもwemoは、コスモテックが有する「水なしで肌に貼れる
特殊転写シール技術」をもとに、今井氏の「肌に貼って直接書ける
メモシール」というアイデアから生まれた商品だ。開発において重
視したのは、「ユニークネス」と「マーケッタビリティ」の2つの観点だ
という。
　「要するにおもしろいか、と受け入れられるかどうか。wemoのユ
ニークネスは肌に直接書けて、身につけられ、油性ボールペンで
書いても消せること。これはコスモテックの独自技術であるわけで
す。一方、マーケッタビリティとしては、当初ターゲットにしていた
看護師の数が予想より少なかったため、対象を広げて現場最前
線ワーカーとした。両者はトレードオフの関係性なので、ちょうど
よい落とし所を探っていった形ですね」と今井氏は振り返る。
　また開発の過程で、シールではなくシリコンバンドに変更した。そ
の理由の1つは、シールにすると１枚あたりの単価が高くなってし
まったこと。そのうえ、販売ルートはAmazonなどのネット通販を想

定していたため、１回あたりの支払金額が低いと送料がかかること
も懸念された。そこで、プリンターとインクのように、バンドとそれに
貼るシールをセットで販売することを思いついた。さらに、バンドの
シリコン部分のコーティング技術を高めることで直接書いても消
せることがわかり、バンドのみで販売することにしたのだ。
　「私がユニークネスの部分にこだわるのは、広告費にあまり予算
がかけられない中小企業において、個性がないとBtoCで売ってい
くのは厳しいから。メディアにＰＲする際に、個性があれば取り上げ
られやすいし、そこに自社の強みや商品の特徴が反映されたストー
リーがあれば、なおよいですね」と今井氏は強調する。たとえば、
wemoにメモリがついた理由について、「看護師にヒアリングをした
とき、『常にメジャーを携帯しているので、メモリがついていたら便
利』という話を聞いたから」と説明。このようにリアルなエピソード
を洗い出してつなげることで、商品の説得力を強化するストーリー
に仕立てている。

　2018年7月にはwemoの第二弾として、ノートパソコンなどに貼
りつけて使用する「パッドタイプ」、スマホやタブレット端末用のケー
ス型メモ「ケースタイプ」、当初の構想にあった「シールタイプ」の3
商品を発表した。海外からの問い合わせも増えており、来年からは
海外展開も始める予定だ。
　wemoの今後について、今井氏は「将来的にはコスモテックの事
業の柱となるように成長させていく」と断言。「企業の顔となるため

「おもしろいか」「受け入れられるか」を重視

経営者とデザイナーが描くwemoの今後

「消せるタイプ」は、2018年の日本文具
大賞機能部門優秀賞、グッドデザイン賞
を受賞し、機能・デザイン面ともに高く
評価されている

看護師が直接手にメモしている様子を
見て、腕に巻いて使用できるメモという
着想を得た

デザイン領域の広がり

専門特化 型 領域横断 型 事業統括 型

ひとつの領域を
専門的にデザイン

複数の領域を
一貫してデザイン

ex.プロダクトデザイン
　 WEBデザイン

ex.ブランディング
　 プロモーション制作

収益性・成長性等も含め
事業全体をデザイン

ex.新規事業開発
　 事業再生

デザイン性 一貫性 事業性

ビジネスデザイン

＋ ＋

デザインの範囲狭 広

＝
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